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一緒に地域の職場を拓きませんか 

せんげん台西にオープン！ 
  

上左：せんげん台の就労移行支援事業所「世一緒」

前での有機無農薬野菜販売  

上右：初めてせんげん台で開かれた当会の運営委員

会  

左：月一回のせんげん台すいごごカフェで忙しく働

く通所者たち  

下左：せんげん台でのすいごごカフェ第 1回は超満

員  下右：せんげん台すいごごカフェ第 1回のト

ーク・ゲストは、長年精神病院で地域に開放された

暮らしの実現に力を尽くしてきた高瀬勇所長 
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の 

共同連マ

ラソントー

ク 4月 15日 南浦和 

4 月 15 日、さいたまコーププラザで行われた共同連マラソントークに参加しました。その中で、吉

田さん（わらじの会）、田嶋さん（ワーカーズコープ）、齊藤さん（共同連）のパネリスト 3名によるパ

ネルディスカッションが、白杉さんのコーディネトで行われました。 

吉田さんからは、介助・住まいを含む暮らしの分野で共に働くことを重ね、いまは地域の人々の暮ら

しを支える仕事を通して地域に切り込んでいると述べました。田嶋さんは法制化が迫り、住民・自治会

や NPOが自ら協同労働の協同組合を立ち上げる動きが全国で進んでいることを報告しました。齊藤さ

んは、国の「我が事丸ごと」は労働が欠落し大企業任せにしていると厳しく批判した上で、わっぱとし

て 46 年間取り組んできた共に働く場を今回「ソーネおおぞね」のオープンを機に初めて他の市民にひ

らく試みをしたことにより、差別もひっくるめてさまざまなせめぎあいを日常的に経験しながら、社会

的事業所の実体を創っていると報告していました。 

わらじの会や職場参加をすすめる会の活動は小さく、ベクトルも異なりますが、ワーカーズコープや

共同連の活動と連動して、共に働くを拓く時代の波を共有していることを実感させていただきました。 

大久保製壜

闘争勉強会 
 

 

 

4月 20日 越谷 

4月 20日、第 52回共に働く街を拓くべんきょう会で 40数年前の「福祉ドレイ工場の叛乱」と呼ばれた

大久保製壜闘争の当時から現在までの活動を、当時の一員で今も組合副委員長を務める長崎さんからうかが

った。40数年前、街に出た重度障害者たちと越谷市職メンバーが一緒に大久保製壜のデモに参加した。その

時出会い言葉を交わした大久保製壜の障害者たちも、その後のさまざまな差別・抑圧と向き合い、闘いなが

ら、定年を迎え、再雇用も経て、地域で生きていると、長崎さんから聞いた。この夜の映画でも 2008 年の

杉田さん（40数年前の委員長・脳性まひ者）の会社の前で語る姿を見ることができた。会場には、過労によ

り病に倒れたり、非正規で雇止めされ、闘っている人たちも参加し、現状を語り合い交流した。 
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初夏の水辺の市に新たな出店者も 

写真は 5 月 8 日の水辺の市。タンク☆ポップのライ

ブが終わると、いつも集合写真を撮る。車いす姿は盲

ろうの橋本さん。その後ろはろう者の荻野さん。荻野

さんは歌い手の動きに合わせ軽快にリズムをとる。が、

橋本さんは視えないので、介助者が肩を軽く叩くとそ

れに体を合わせてライブを楽しむ。その楽しみのため

に水辺の市に来ているといってもよい。 

写真にはこの日初出店の「お手玉ポンポンの会」の

みなさんも入っている。同会は端切れでお手玉を作っ

て売るほか、子どもたちや高齢者にお手玉でいろんな

遊び方を教える活動もしているという。  

 
●水上公園で夏の花植えが始まる 

当会が公益財団法人埼玉県公園緑地協会から業務

委託を受け、年間を通して整備を行っているしらこば

と水上公園の花壇で、GW 明けから春の花を除去し夏

の花に変える作業が始まった。写真は 5 月２１日、本

部の担当・村社さん（作業服）が現地へ見えての作業

の反省会。この日は 8 施設から利用者・職員計 35 人

が参加して、地拵え、移植、灌水の作業に汗を流した。 

村社さんによれば、このような形で地域の団体に業

務委託を行っている県営公園はほかにないとのこと。

12 年目に入り、施設間、参加者間のチームワークがよ

くなり、ていねいな作業ができていることを実感する。 

●第 2 期すいごごカフェ始まる 

3 月、4 月は、就労移行支援事業所立ち上げ応援の

ため休止していた「すいごごカフェ」及び第 3 水曜昼

の「Lunch Café どっこいしょ」第 2 期がスタート。 

第 1 回（5 月 9 日）は社福つぐみ共生会職員の土田さ

ん。社福の研修初日が「ぽぽんた」という障害者達が

街に出て行く活動への同行で、元気な人々につきあわ

され疲れたが楽しかったことが、現在も働き続けてい

る契機。そこから遡って、証券マン、病院事務職員、

総合建設業などでの働き方を振り返った。 

第 2回（5月 16日）は Lunch Café どっこいし
ょでキッチンとまとのカレーをいただいた後、すい
ごごカフェで開業医の水谷淳子さんがゲスト。医学
部卒業後どんな医師になるのかに大きな影響を与え
ていたインターン制度完全廃止の運動をきっかけに
起こった東大闘争の前後での得難い経験を語った。 

 

●２１周年記念かっぽフェスタ開催 

5月 16、17日、県庁内福祉の店アンテナショップか

っぽが、庁内でかっぽフェスタを開催し、施設・団

体が出店し、県職員や来庁者が集まった。各地の施

設が交代で毎日店番に来ているユニークな店。 

職場・地域ひろがりつうしん 

⑦ 
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県障害者支援計画に当会の意見が一部反映 

 今年 3月に策定された「第 5期埼玉県障害者支援計画」の第 8章

の「障害者施策推進協議会からの提言」の「Ⅲ就労を進める」の中

に、当会が一社・埼玉障害者自立生活協会を通して提案した「職場

参加」の記述が以下の通りいくつか盛り込まれました。 

 「新規就職者が一定数いる反面相当数の離職者もいること、新規

就労者数の中に就労継続支援 A 型の利用者が含まれていること、

さらには重度障害者のダブルカウント方式などを考慮すると、一般

就労が進んでいるとは言い切れない面も否めません。」 

 「身近な地域の中で雇用率にカウントされない短い働き方などを

開拓し、障害のない人が様々な障害者と出会い一緒に働く体験を重

ねることが、一般就労している障害者や周囲の人々にとって働きや

すい職場作りにつながるものと考えます。」 

  

 
 「福祉施設を利用しながら柔軟に様々な職場に参加し、多様な働き方を模索できる取組が必

要であり、県庁内福祉の店『かっぽ』は、障害者が働く場であると同時に県庁各課での職場参

加の足掛かりの場でもあり、ここでの経験を社会に広げていく発信拠点として充実させる必要

があります。」 

季刊「福祉労働」に当会から二つの論稿が 

同誌は現代書館から 40年近くにわたり発行されてきた障害者・

保育・教育の総合誌。編集長は堀利和さん。その１５６号（2017年

9月）は［特集］障害者の「働き方改革」。 

そこに掲載された沖山雅子当会運営委員による「共に働く街を

拓く：障害者就労支援の経験から」は沖山節全開。 

「就労は働きたい人と雇おうとする事業所の『相互作用』で成り

立つダイナミックな営みである。求職者の側の就労準備性の不足

をあげつらっていたら、何十年かかっても就労に辿りつけない。で

きることから取り掛かる姿勢が大事であり、支障が多少あっても

受け入れることで支援者も求職者も事業所もエンパワメントされ

ることは多い。」 

 
 山下浩志当会事務局長による「『共に働く』いまむかしと『共に学ぶ』」も掲載されました。 

 「障害者に対する特別支援がない時代、差別や虐待もひっくるめて、『共に働く』地域があっ

た。教育・雇用・福祉分野で制度が整備されるにつれ分けられた場に行く子どもが増えたが、分

けられた場で『できる子』は指導や注意にどう対応したらいいかわからず打たれ弱く、鍛えにく

い。『共に学ぶ』から当たり前に『共に働く』道の可能性を追求する。」 

 このほか、「日本における障害者就労の『多様』な形態と欧州・韓国の社会的企業」（堀利和・

白杉滋朗・米澤旦）、「共に働く現場から―重度障害者のライフ＆ワークバランスの過去・現在・

未来」（伊藤勲）などが読みごたえがあります。（定価 1200円 当会事務局でも取り扱い中） 
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ＮＰＯ法人障害者の職場参加をすすめる会 
当会はみなさまの会費と寄付金等により支えられています。どうぞ、ご協力をお願いします. 

〒344-0023 埼玉県越谷市東越谷 1-1-7 須賀ビル 101 世一緒内（ハローワーク斜向かい） 

048-964-1819（fax 共） shokuba@deluxe.ocn.ne.jp  http://www5b.biglobe.ne.jp/~yellow/ 
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心
配
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

私
は
き
ず
な
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
新
し
い

仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

一
生
働
け
る
場
所
で
頑
張
り
、
兄
へ
の
面

会
は
続
け
る
つ
も
り
で
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
で
は
二
年
か
三
年
後
に
た
て
か
え
、

団
地
か
ア
パ
ー
ト
か
施
設
に
入
る
か
、
い

ろ
い
ろ
案
が
あ
る
そ
う
で
す
。
ど
こ
に
い

て
も
働
け
る
場
所
が
あ
る
と
思
い
で
す
。 

       

世
一
緒
で
は
、
障
害
や
病
気
そ
の
他
の
状
況
に
よ
る
働
き
づ
ら
さ
を
、
他
の
人
々
と
共
有
し
生
き
る
た
め
に
し
て
生
き
る
た
め
に
、
世
一
緒
に
関
わ

っ
て
い
る
人
た
ち
を
「
ス
タ
ッ
フ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
（
非
常
勤
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
支
え
を
受
け
て
、
世
一
緒
の
当
番
（
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
実
習
）
や
「
語
る
会
」
、
身
近
な
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
（
花
壇
整
備
、
除
草
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
）
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
も
し
て
い
ま
す
。

元
ス
タ
ッ
フ
等
か
ら
の
近
況
報
告
も
紹
介
し
ま
す
。
な
お
２
０
１
８
年
４
月
か
ら
は
せ
ん
げ
ん
台
に
就
労
移
行
支
援
事
業
所
「
世
一
緒
」
が
開
所
し
ま

し
た
。
こ
ち
ら
は
制
度
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
職
員
が
お
り
、
通
所
２
年
の
間
に
一
般
就
労
へ
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当

会
は
定
め
ら
れ
た
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
自
主
事
業
の
世
一
緒(

越
谷)

と
連
携
し
て
、
多
様
な
就
労
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
も
可
能
な
展
開
を
め
ざ
し
ま
す
。 

私
自
身
、
ど
う
し
て
、
何
の
た
め
に
、

「
生
き
て
い
る
の
か
」
を
一
人
に
な
る

と
考
え
て
涙
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
私
は
、
自
分
の
そ
の
気
持
ち
や

症
状
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
「
生
き
る
」

道
を
選
ん
で
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。 

    

ひ 

ろ 

現
在
、
仕
事
探
し
を
し
な
が
ら
通
所

し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
容

量
が
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
ま

す
。
そ
れ
な
り
に
自
分
で
考
え
て
頑
張

っ
て
き
て
い
る
せ
い
か
何
か
を
つ
か
め

て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。 

い
つ
結
果
が
結
び
つ
く
か
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

    

水
島 

茂
治 

今
、
自
分
に
つ
い
て
、
身
体
の
方
が

少
し
づ
つ
、
少
し
あ
る
く
と
心
臓
こ
ど

う
が
前
よ
り
あ
っ
ぱ
く
か
ん
が
で
て
き 

 

て
四
月
に
エ
ム
ア
ー
ル
を
や
り
、
血
は

け
っ
か
は
平
均
て
き
よ
か
っ
た
。
又
、

七
月
Ｃ
Ｔ
検
査
を
や
り
、
十
月
に
は 

 

容
量
い
っ
ぱ
い
だ
け
ど 

 

二
〇
一
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日
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）
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⑩ 

兄
へ
の
思
い
な
ど 

自
分
の
身
体
の
こ
と 

壁
に
向
き
合
っ
て 
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